
＜教育福祉学部での修得目標（ディプロマ・ポリシー）＞ 

①教育と福祉を学際的に学び、人間の尊厳や発達に基づいた価値観 

②教育・福祉の諸問題について、専門性を発揮しつつ多様な人々や他職種と協働しながら問題を解決する力 

③教育・福祉の諸問題に関する広い視野からのさらなる探究や問題解決への志と思想 

＜教育発達学科のディプロマ・ポリシー＞ 

④ 教育の基礎となる人間の発達に関する基礎的な理論と思

想 

⑤ 子どもの発達を保障するための専門的な知識と発達援助

の実践的力 

⑥ 心身の発達を阻害する複雑で多様な問題を科学的な視点から

把握し、その解決に向けた思考力と判断力および表現力 

⑦小学校教員や保育者等に求められる総合的な専門的力量 

＜社会福祉学科のディプロマ・ポリシー＞ 

⑧ 社会福祉の基礎となる社会や人間理解に関する基礎的な理

論および実践的知識と思想 

⑨ ソーシャルワーカーに求められる対人援助の理論と方法お

よび問題解決の実践力 

⑩ 社会福祉の計画化に関する専門的知識と設計能力および方

法論 

⑪ 社会福祉専門職や関連職種に求められる総合的専門的力量 

【図】教育福祉学部のカリキュラムとディプロマ・ポリシー 

 

卒業論文（学修の総まとめ）

教  養  教  育  科  目 

（本学での学びに必要な心身の教養と、多角的な視点から問題を探究する姿勢 必修 36単位） 

学  部  共  通  科  目 

（教育発達学および社会福祉学それぞれの基礎理論と両者を統一する教育福祉学の視点 必修 14単位） 

人間理解 

（医学・心理学的な人間理解の基礎理論） 

援助の基礎（対人援助の価値・知識・技術） 

援助の展開（対人援助の実践力） 

演習・文献講読（少人数教育による独創的思考と問題意識の開発） 

社会システム 

（社会構造の理解） 

教職科目 

（公民科教育の基礎知識

と実践力） 

教育心理（乳幼児期から青年期での発達の理解と

援助の原理） 

教育原理（教育・保育の原理や制度・思想） 

研究法（課題発見と学びの方法） 

教科指導論（小学校の
教科に関する方法原理） 

保育内容論 

（幼稚園・保育所の

保育内容に関する

方法原理） 
教科研究（小学校の教

科に関する内容原理） 

教育指導法 

（教育・保育の指導方法に関する実践的な方法技術） 

福祉デザイン 

（社会福祉の計画化に関する

知識と設計能力） 
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